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◎機関紙（「ゆめこらぼ通信」）の発行 

 

（１）実施日：隔月１日発行（6・8・10・12・2 月に発行） 

（２）発行回数及び総発行数 ： 

1 号 約 1700 部 

2 号 約 1700 部 

3 号 約 1100 部 

4 号 約 1100 部 

5 号 約 1100 部 

（3）概要 

ゆめこらぼ主催イベントの報告と告知、助成金情報、市内で活動する団体や人物の紹介、ゆ

めこらぼ登録団体の紹介、団体登録のすすめなどを掲載する機関紙「ゆめこらぼ通信」を発

行した。市民活動団体や広域組織・全国組織とのネットワークを生かし、広域の情報につい

ても提供した。 
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◎市民シンポジウム        

    

（１）日時・場所：８月１４日（金）午後２時～３時３０分  アスタセンターコート  

（２）参加者数 ：来場者数 311 人  展示 17 団体 

（３）パネリスト：橋本典子（トウキョウ・ウェスト・ガーディアンズ）、嶋田安民（東伏

見コミュニティセンター）  

（４）概要 

「市民活動で人生は変わるか！？」をテーマに、市民活動歴が長い２人のパネリストをゲス

トに迎え、田無駅前アスタのセンターコートで市民シンポジウムを開催した。 

 

 

          

   

 

 

 

 

 

（５）実施後のアンケート抜粋 

＜市民活動をやっていますか＞ 

 ・やっていない 11 人 

 ・やっている 7 人 

＜参加した感想＞ 

 ・ボランティアすることの魅力をもっとアピールしていろいろな場で伝えていかなく

てはいけないと思った 

 ・反響音でよく聞き取れなったが 2人の個性は感じ取れた 

 ・市民活動に参加したいと思いました 

＜センターへのご意見・ご感想＞ 

 ・情報発信の場として注目を集める工夫をどんどんするべき 

 ・またイベントをやってください 

 ・女性パワーが強く、今後は男性にも参加してもらう方策を検討してほしい 

・市民に信頼されるセンターに頑張ってください 

  

（６）まとめ（ゆめこらぼ通信より） 

できることをできる時に…嶋田さん 

相手に輝きを見つけよう…橋本さん 

 家庭にも居場所がない青少年の相談に乗っている嶋田さんは、市民活動とは何かと難

しく考えず「できることを、できるときに、できる人がやればいい」と話し、地域の安

全を守るパトロール活動をする橋本さんは「市民活動をすることによって人生は豊かに

なります」と強調。会場から「活動を次の世代へどう引き継いでいくのか」と問われる
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と、「周りにいる人で、その人が輝いているところを見つけること」（橋本さん）、「自分

が楽しんでいる姿を見せる」（嶋田さん）と答えていました。 

 エフエム西東京のパーソナリティーでもある橋本さんは、シンポジウムの模様をビデ

オ撮影している人やシニア向け地域情報紙を作る人、アニメ製作会社の人たちを見つけ

ては次々と呼び寄せ、それぞれの活動ぶりを引き出して場の雰囲気を盛り上げてくれま

した。 

 この日の模様はエフエム西東京のホームページから「ポッドキャスティング」で聞く

ことができます。17 の市民活動団体のパネル展も同時開催され、買い物客は活動ぶりを

紹介する写真などを興味深そうに見ていました。 
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◎市民活動・コミュニティビジネス講座       

       

（１）実施日：①１０月１８日〈日）②１０月２５日（日）③１１月１日（日） 

④１１月８日（日）  

（２）参加者数 ：①１７人 ②１７人 ③１８人 ④１２人     

（３）講師：竹内千寿恵（ＮＰＯ法人 Mystyle@こだいら代表理事）、岩嶋寿子（キャリアアド

バイザー）、堀池喜一郎（ＮＰＯ法人シニアＳＯＨＯ普及サロン三鷹・前代表理事）、百

田浩（株式会社グッドデイズ代表取締役）、山下竜一（ＮＰＯ法人社会貢献ネットワー

ク理事長） 

（４）概要  

これから市民活動やコミュニティビジネス（地域が抱える課題をビジネスの手法を活用し

て解決する新しい起業のかたち）を始めたい人を対象に、NPO 法人や企業の方をゲストに

招き、団体設立やコミュニティビジネスの取り組み、資金調達のノウハウなどをテーマに、

入門講座を開催した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）実施後のアンケートまとめ 

＜参加の動機＞ 

・コミュニティビジネス（以下ＣＢと略）に関心があった 

・ＮＰＯ法人の作り方を知りたかった 

・自主・自立を目的とした組織化を考えているため 

・地域のことを色々知りたい 

・市民活動に興味があるため 

・概念だけでしかつかんでいなかった市民活動、ＣＢをしっかりと学びたかった 
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・市報を通じて知り、まさに「待っていました！」という企画だった   

＜学んだこと、今後に望むこと＞        

1 回目  

・実体験に基づいた具体的、実践的な話が役に立った    

・西東京市の身近な事例も紹介してほしい     

・まず自分を発信する勇気が必要と感じた     

2 回目 

・身近なところに活動のヒントが多く隠されていることが非常によくわかった 

・起業を考えているので役立つ話であった      

・実体験に基づいた話で、説得力があり大変参考になった   

・強い「思い」と情報発信が大切というのが印象に残りました   

・シニアＳＯＨＯの立ち上げ期の苦労のお話は興味深かった   

・具体的な実践、体験談が面白かった      

3 回目 

 ・市民活動とコミュニティビジネスの違いについて、更に具体的に分かったように 

思う        

・思いを書いてみよう！いつも頭の中をグルグル妄想していたので実行のきっかけに 

なった        

・自分自身の棚卸しの仕方、ＣＢとのつなげ方が非常に参考になりました 

・法人化のメリット、デメリットについては役立つ情報でした  

・自分のやりたいこと、人にどう喜ばれるかを具体的に整理することが大切だと実感 

した        

・「見える化」「図示化」の説明はとても参考になった    

4 回目  

・ＮＰＯを運営するにあたっての資金調達の仕方を新しく知りました  

・実際の方法は説得力があり、大変参考になりました    

・企業などに支援してもらえるような魅力的な活動、広報をすることが大切と感じた 

・ファンドレイジングの事例はスケールが大き過ぎて驚きました 

・一歩先行くプレーヤーの具体的な話に勇気をもらいました 

・具体的に活動するヒントが数多く得られました 

・こんなに地域で活動している人がたくさんいることにびっくりしました  

・企業の寄付、募金活動の傾向・理由についてのアンケート結果が興味深かった 

・寄付の多様な方法を学ぶことができた      

＜今後に望むこと、改善点＞        

・活動分野、領域を絞った、より具体的なテーマで講座を開催していただくと次なる 

一歩を踏み出せる人が増えるのではないかと思う     

・今回のように初心者に手を差し伸べる講座を続けてほしい   

・ＮＰＯ法人の立ち上げ方などの勉強会を定期的に開催してほしい   

・「見える化」のためのワークショップを受けられると良い    
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＜センターへのご意見・ご感想＞  

・今後も実践的な講座があればお願いしたい     

・とても有意義な講座でした 

・地域の活性化に頑張ってください 

＜今後、こんな講座をやってほしい＞       

・「まちづくり」「環境保全」の活動を実践している人の成功・失敗体験の共有 

・広報活動講座         

・ビジネスプランのブラッシュアップ講座、相互評価会     

 

（６）まとめ（ゆめこらぼ通信より） 

・竹内千寿恵・・・地域活動に参加する私の一歩は公民館でパソコンを学ぶなどお金をかけず

にスキルを獲得したり、ＰＴＡなどでボランティアに励んだり。自分を発信すると発見され、

発信を続けると信頼が生まれ、ネットワークがつながります。 

・岩嶋寿子・・・価値観（何を大切にしているか）、興味、能力の三つから「なりたい自分」を

確認しよう。興味は継続すると能力に変わります。 

・堀池喜一郎・・・女性やシニアが向かうＣＢは①地域をどうしたいかの思いを個性を発揮し

て実現②地域の生活者であることの強み③収入が多面的④やる気をネットワークで高め合

う－が必要。成功例を見ると、今すぐやりたいことがあれば、とりあえず採算が合うことに

して始めたり、採算がトントンならば始めたりするケースが多いようです 

・百田浩・・・ＣＢは、①継続的に事業を続ける（赤字ではダメ）②地域課題の解決につながる

活動であること③地域にネットワークでつながることが大事。ＣＢへの思いを具体化するた

めには、「だれに」、「なにを」、「どう喜んでもらう」を丸と線で表し、「見える化」すると良

いです。 

・山下竜一・・・資金調達の基礎づくりでは、「何を解決するのか」「満足していただきたい相手

は誰なのか」を明確にする。企業の場合、金を出す大義名分を求めている。活動を知っても

らうためには、13 文字程度で自分たちの活動を伝えられると認知されやすい。外部からの

資金調達は、自分たちの活動のミッション、ビジョン、目標を明確にする必要があります。 
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◎NPO 法人のための会計講座（基礎編）      

       

（１）実施日：１１月６日（金）        

（２）参加者数：３７人  

（３）講師：馬場利明（税理士・ＮＰＯ支援東京会議）     

（４）概要 

ＮＰＯ等の活動の基盤強化の機会として、専門家（税理士）の方を講師に招き、ＮＰＯ法人

のための会計講座を開催した。 

       

 

 

（５）実施後のアンケート抜粋 

＜講座の内容は理解できたか＞ 

・理解できた 22 人 

・あまりわからない １人 

＜今後の希望する専門相談＞ 

・会計･税務 16 人 

・労務雇用 8人 

・法人設立・団体運営 6 人 

・ボランティア 2 人     

          

（６）まとめ（ゆめこらぼ通信より）    

講師が準備してくれた資料は膨大で、８８㌻に及びました。また、2 時間半の講義も

途中 10 分程度の休憩をはさむ程度でみっちりの内容でした。質疑応答は個別相談型に

切り替え、多くの参加者が最後まで熱心に残っていました。 

 参加者のアンケートでは、「とてもわかりやすい説明だった」という声が多く、「中級

編など次回も開催して」との要望がたくさん寄せられました。 
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◎NPO 法人のための会計講座（中級編）      

       

（１）実施日：２月１７日（水）  

（２）参加者数：２２人        

（３）講師：馬場利明（税理士・ＮＰＯ支援東京会議） 

 

 

 

 

 

 

          

    

 

 

（４）実施後のアンケート抜粋  

 

＜講座の内容は理解できたか＞ 

・理解できた 13 人 

・あまりわからない 0人 

＜今後の希望する専門相談＞ 

・会計･税務 10 人 

・労務雇用 5人 

・法人設立・団体運営 4 人 

・ボランティア 2 人 

 

（５）まとめ 

11 月 6 日に行った基礎編に引き続いて中級編を開催した。区分経理、決算整理、源泉徴

収事務その他について詳しい解説があった。 

受講者からは「要点がわかりやすく、楽しく学べた」「自分のＮＰＯがちょうど必要とし

ている会計知識ばかりで大変役に立った」という感想が聞かれた。 

みなさん真剣に講義に聞き入り、講座終了後も、先生への質問がしばらく続いた。 
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◎協働を考えるシンポジウム       

 

（１）日時・場所：１月２７日（水） 午後２時～午後５時 西東京市保谷庁舎 4階研修室

（２）参加者数：38人 

（３）講師：基調講演＝安藤雄太（東京ボランティア・市民活動センターアドバイザー）

パネルディスカッション＝安藤雄太、沖本由季（柏市市民生活部市民活動推

進課職員）、金子日出澄（調布市市民活動支援センター長）、中川航一（Ｎ

ＰＯ法人西東京ＮＰＯ推進センター[セプロス]事務局長） 

（４）概要： 

市民・ＮＰＯ・企業・行政など、立場の異なる参加者がそれぞれの立場から市民と行政と

の協働の推進を考え、一層の協働の推進を図るためのきっかけの場とするため、他自治体

や中間支援組織、市内 NPO による事例紹介・パネルディスカッションを通じて協働を学ぶ

シンポジウムを開催した。 

          

    

 

 

 

 

シンポジウムの様子 

 

（５）実施後のアンケートまとめ 

＜参加の情報源＞  

・市報 9 人 

・メールマガジン ４人  

・ホームページ ２人        

・チラシ・ポスター ７人        

・その他 友人に誘われて       

    

＜基調講演について＞        

・基本的な考えは理解できた。もっと具体的な話が聞きたい   

・行政が柔軟性のある組織となるよう取り組む必要がある    

・時間がもう少し長いほうがよかった      

・市とＮＰＯの協働ではなく、市民同士、ＮＰＯ、企業の協働を促進することが、本

当の協働ではないかと思った       

・具体例があって、とてもわかりやすかった     
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＜パネルディスカッションについて＞       

・柏市、調布市の講演を聞いて協働の取り組みに地域によって違いがあることがわか

った 

・西東京市の協働の実態・具体例を報告する機会があればよかった   

・西東京市の課題がどこにあるのかも知りたかった    

・行政と団体が同じ問題意識を持ち、継続して行っていることがよくわかった 

・それぞれ違う立場の人の発表でよかった      

・事例発表よりもパネルディスカッションや質疑応答の時間を増やしたほうがよかっ

た           

＜センターへのご意見、ご要望＞       

・各方面の活動団体をより多く把握してもらい、市民同士、企業同士の協働を進めて

いただきたい 

         

（６）まとめ（ゆめこらぼ通信より）        

第 1 部は東京ボランティア・市民活動センターアドバイザーの安藤雄太さんが「市民

と共につくる協働に向けて」と題して基調講演。ボランティア活動に関心を持つ人が大

勢いるのに生かされておらず、行政は制度疲労を起こしていて地域のニーズに応えるの

に限界があると指摘。 

委託や補助などの形で行政と市民が手を組む「協働」という仕組みについても、本当

に必要な事業なのかを考え、お互いの役割分担を明確にしたりルールをつくったりする

ことが大事、と強調しました。          

 第 2 部では千葉県柏市役所、調布市市民活動支援センター、ＮＰＯ法人西東京ＮＰＯ

推進センター[セプロス]と、立場が違う人たちがそれぞれ協働の考え方や取り組みを紹

介。発表者たちは安藤さんや会場からの質問にも答えていました。 
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◎2010 ＮＰＯ市民フェスティバル       

          

（１）日時・場所：３月７日（日） 午前 10 時～午後４時 南町スポーツ・文化交流セン

ター きらっと    

（２）主催：ＮＰＯ市民フェスティバル実行委員会、西東京市市民協働推進センターゆめ

こらぼ    

（３）参加者数：参加団体 29 団体（当日約 150 人）、来場者数 約 150 人 

（４）概要：  

市民が市民活動に参加するきっかけとしてもらうとともに、市民活動家（企業を含む）同

士がお互いの活動内容をよく知る機会としてもらうため、市民活動団体によるパネル展示

とステージ発表を中心にイベントを展開した。企画段階から市民参加による実行委員会を

つくり、広報や運営を担ってもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

     

（５）機材と備品の準備       

＜センターが用意したもの＞ プロジェクター、パソコン、ステージ台（ボランティ

アセンターから借用）、ＯＡタップ  

＜きらっとから借りたもの＞ スクリーン、マイクスタンド、音響機材、いす 60 脚、

長机、ワイヤレスマイク 2本        

＜田無公民館から借りたもの＞ 展示用 Ｉ型パネル（約 30 枚）、フック  

＜市役所高齢者支援課から借りたもの＞ 脳年齢計、血圧測定器 

    

（６）当日スケジュール        

１０：００  開会の挨拶 山中好信（実行委員会委員長）     

    フェスティバルの趣旨説明 鈴木剛（センター長） 

１０：１５  ステージ発表 開始 

～２０団体発表～     

１５：５０  ステージ発表 終了      

１５：５０  閉会の挨拶  有馬将由（実行委員会副委員長）  

１６：００  終了       

１７：００～１９：００ 交流会 

（７）実施後のまとめ（アンケート抜粋と今後の課題）    

＜発表形式・会場について＞        

・会場のマイクの音量が大き過ぎた 
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・ステージ発表があって良かった       

・構成が良かったので飽きなかった 

・パネル展示の配置について考慮したほうがいい（各ブースからステージ発表が見え

ると、なお良い）      

・ステージ発表によっては長く感じたところもあった。事前に希望をとって時間配分

してもよい 

・ステージ発表のリハーサルをしてほしかった   

・ステージ発表としては場所が少し狭いと感じた     

・映像がない説明のほうが聞くのに集中しやすかった    

・音の反響が多く、聞きづらかった      

・会場が明るいため、映像の画面がいまひとつ見えなかった   

・靴の履き替えの必要がない会場のほうがよかった     

＜冊子について＞         

・準備期間が短いのに、よくこれだけのものができた     

・２色刷りなどカラフルになるとさらに良いのではないか    

・冊子にまとまっていると保存しやすいので良かった    

・参加団体に 2冊ずつでなく、全員に配ってほしかった    

＜フェスティバルの内容はどうだったか＞      

・発表あり参加型イベントあり、バリエーションに富んでいて良かった   

・皆様の熱心に活動されている様子がわかった    

・一般来場者が少なかったので、次回は広報にもっと力を入れてほしい   

・照明、発表器材の不備が少し残念だった      

・フェスティバルチラシのデザインを「楽しそう！」と思えるものにできないか 

・ステージ発表の持ち時間の希望を取っていただけたら、私たちの 15 分を少しお分

けすることができたかなと思った 

・パネルの両面ではなく、ブース内で向き合う 2面が使えるとなお良い   

・もっとたくさんの人にＰＲしてほしい       

＜良かった点＞         

・参加団体同士のコラボはとてもよくできたと思う    

・長い時間の中でゆっくりと他団体と交流ができて楽しかった   

・真ん中にいすを置いてくれて、お話を聞くスペースがつくられたのは良かった 

・いろいろな人と話ができて、いろいろと刺激を受けられてよかった  

・ボランティアの学生さんを見て、若い人が地域に参加してくれているとうれしくな 

 る 

＜今後に向けて改善したほうが良いこと＞      

・朝、玄関に車が集中したので次回は駐車場係を決めたほうが良い   

・設営時のスタッフへの指示を明確にしてほしい     

・告知をもう少し頑張ってほしい       

・実施日の連絡が遅かった       

・関係者以外の、通りすがりの方がのぞいていけるようにできるといいと思う 



13 

 

・「環境」「子育て」などテーマを決めて公開車座トークなどがあると、来た人の参

加の場面ができるのではないか       

・次の説明者へのバトンタッチを司会ではなく、説明者がやると団体同士の親睦が深

まるかもしれない 
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◎企業懇談会         

 

（１）実施日：①７月２４日（金）②１１月２５日（水）  

（２）参加者数等：①９団体 ②６団体 

（３）講師：長島剛（多摩信用金庫価値創造事業部副部長） 

（4）概要 

今後の協働事業の発展・促進を目指し、企業のＣＳＲ活動の担当者同士で情報交換したり、

交流したりする機会として開催した。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

（5）実施後のアンケート抜粋  

アンケートは実施せず 

 

（6）まとめ（ゆめこらぼ通信より） 

多摩信用金庫価値創造事業部副部長の長島剛さんをお招きし、近隣市の状況について

お話をしていただき、企業としてできることについて、集まったみんなで考えました。 

多摩・武蔵野検定や八王子での「ビジネスお助け隊」など近隣市の地域活性化策を紹

介いただきました。浜松地域の酒屋でしか買えないポテトチップスを、はるか遠くから

買いにくる客が多いという話は注目を集めていました。 

参加者が意見交換する中では、地域通貨や地産地消の朝市など「地域を元気にするた

めに具体的にできることを話し合っていきませんか？」との方向性が出てきました。 

今後、「西東京市を元気にしたい」「市内で問題となっていることの解決に貢献したい」

と考える企業のみなさんに定期的に集まってもらい、地域の課題を解決できないだろう

か、と考えています。次回は秋ごろの開催を予定しています。企業の皆さんで、ご賛同

いただける方がいらっしゃいましたら、お気軽にお声掛けください。 
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◎ＮＰＯ・市民活動ネットワーク懇談会      

       

（１）実施日：①７月１７日（金）②９月１８日（金）③１１月２０日（金）④１月３０

日（土）       

（２）参加者数：①２３人 ②１６人 ③１４人 ④４４人  

（３）ゲスト：①坂口和隆（日本ＮＰＯセンター事務局次長）②佐々木正人、横田高男（ア

ジア植林友好協会）、山中好信（西東京芸術･文化市民会議協議会）③野木たかね（環

境まちづくりＮＰＯエコメッセ西東京）    

（４）概要  

 市民活動団体同士が出会い、話し合うことで互いに支え合う関係をつくることを目的とし

て、ＮＰＯを中心にした市民活動団体の連絡会を開催した。4 回目は、「大名刺交換会」

と題して開催した。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 回目 集合写真 ２回目 名刺交換のようす 

3 回目 集合写真 

4 回目 名刺交換のようす 

4 回目 乾杯のようす 
4 回目 集合写真 
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（５）実施後のアンケート抜粋 

【1回目】 

・市民活動団体と、地域デビューしようとする人のマッチングの場になったらいい 

・相互扶助のできるネットワークにしてほしい 

・他団体の活動を知りたい 

・新しい団体と知り合いたい 

【2回目】 

・メーリングリストなどで事前に情報を共有してから議論するといいのではないか 

・このネットワークを使って、各参加者の持つ課題について話し合うといい 

・このネットワークを使って各サークルのプレゼンテーションする機会が欲しい 

・地産地消の推進などができたら良い 

【3回目】 

・各団体の求めていることをアンケートとるのもおもしろい 

・今回のワークシート式はとても良かった 

・ネットワークを使ってアイデアを出し合って具体的なコミュニティビジネスの実現

を考えたい 

・ネットワークを使って地域の活性化をはかりたい 

・イベント集客に関する情報の入手を、このネットワークでやりたい 

【４回目】        

＜良かった点＞         

・土曜日開催はとても良いと思う       

・思わぬ人に会えた。今後の私の思いの発展につながりそうな予感   

・全体とは別にジャンル別の時間をとっていただけたのはよかった   

・大勢の方の名刺を頂き、今後に生かせそう     

・活発に名刺交換できる雰囲気が良かった      

・人数が多いので良かった       

＜悪かった点＞         

・名札をつけていたが、もっと個々の活動内容がわかりやすい何かがあればよかった 

・参加者リストに業種を入れていただくと助かる     

・進行のプログラムを事前に周知しておくと良い     

＜内容は期待通りでしたか＞        

・はい 27 人         

・いいえ 0 人         

＜また名刺交換会のような機会を希望されますか＞     

・はい 27 人  

・いいえ 0 人 

 

（６）まとめ（ゆめこらぼ通信より） 

＜1 回目＞ 

市民協働推進センター主催の「第１回市民活動ネットワーク懇談会」が７月 17 日夜、
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市内のイングビルで開かれ、21 団体の代表者と個人など 28 人が参加しました。 

市民活動団体同士が出会い、話し合うことで互いに支え合う関係をつくるのがねらい。

鈴木剛センター長のあいさつの後、日本ＮＰＯセンター事務局次長で、地元西東京市で

は学童や障がい児が楽しく暮らせるための活動に参加する坂口和隆さんが、「協働」を

めぐる最近の企業や行政の動向と課題などについてインタビュー形式で話しました。 

参加者たちは、ネットワークへの期待や自分の得意分野、西東京市の問題点などのア

ンケートに回答したうえで、１人ずつ自分たちの活動状況や悩みなどを紹介。 

意見交換では「講演にきてもらえないか」「ウェブサイトを携帯電話でもアクセスし

やすいシステムに切り替えられるか」と早速、参加者同士のやりとりがあったり、活動

場所の確保が難しいという訴えには穴場情報が次々と提供されたりしていました。 

次回は９月 18 日（金）午後 7 時からイングビルで開き、ＮＰＯ法人アジア植林友好

協会の方に活動事例と今後のビジョンなどを語ってもらう予定です。 

 

＜2 回目＞ 

市民活動ネットワーク懇談会は９月１８日、14 人が参加してイングビルで開かれまし

た。アジア植林友好協会（事務局・西東京）の担当者は、バリ島での植林活動を通して

現地に雇用が生まれていることや、資金協力で国内大手下着メーカーなど企業とのコラ

ボレーションが行われていることを話しました。植林活動は、協会の母体である企業の

代表がかつてアジア地域で長く森林伐採に携わっていたことへの〝罪滅ぼし〟である

ことも明かされると、参加者からは活動のきっかけを含め「小学校の総合学習で取り上

げられれば関心を集めるのではないか」などの声が出ていました。 

続いて西東京芸術・文化市民協議会の山中好信さんが、旧田無市と旧保谷市の合併 10

周年の映画製作で 10 歳の子ども 100 人へのインタビューを始めたことなどを紹介。参

加者は映像に残したいものを挙げたり、エンドロールに名前を出すことによる資金集め

について考えたりしました。このあと、現在の集まりの名称を「NPO・市民活動ネット

ワーク」と改めることで NPO のさらなる参加を促すことを決めたほか、ネットワークの

運営の仕方などについて意見を交わしました。 

 

＜3 回目＞ 

「NPO・市民活動ネットワーク」と名称を変えて初の懇談会は 11月 20 日、14 人が参加してイ

ングビルで開かれました。 

フィリピンのごみ捨て場を生活の場とする住民たちをとらえたドキュメンタリー映画『神の子た

ち』の上映活動に奔走する「環境まちづくりＮＰＯエコメッセ西東京」の野木たかねさんに、映画

上映（11月28日、市民会館公会堂）にかける思いを語ってもらいました。映画の広報活動に関

連して参加者からは、次回以降は上映会場に家庭で不要になった衣類を持ってきてもらい、

それをフィリピンへ送る。あるいは、国際交流団体の力を借りてフィリピンの方にゲストに来ても

らいディスカッションをしては－などのアイデアが出ていました。 

このあと多くの団体は、新しい参加者が増えないことを課題に挙げました。解決する

には、活動の楽しさを伝えることが大切で、チラシやパンフレットの内容や表現が大き

な役割を担うのでしょう。これを受けて、自分が所属する団体のチラシなどを持ち寄り、

参加者同士が客観的な目線でそれがどう映るか、どう感じるか「赤入れ」をし合えたら、
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団体にとって大きな助けになるのでは、という意見が出ました。さっそく次回から赤入

れを実行できればと思います。赤入れしてもらいたいチラシがある方は、ネットワーク

開始 30 分前に会場にお持ちください。 

 

＜4回目＞ 「大名刺交換会」        

開会から約１時間後。「話が長くなり、名刺は集まっていない」という人でも５、６

枚になり、12 枚という人も。子育て中のママからはカウンセリングをしてもらえる人と

出会えたと成果が披露されたほか、顔を合わせても名刺交換に至らない会合が多いので

改めてお付き合いを深められるのは収穫、との声が聞かれました。 

「子ども・シニア」「環境・エコ」などの分野別にテーブルに着いてもらってからの

懇談も熱を帯び、進行役の声が届かないほど。マイクを使ってのインタビューや「売り

込み」もあり、最後は参加者が「市民活動がまちを変えていく。３月のＮＰＯ市民フェ

スティバルでまた会えるのを楽しみにしています」と締めくくりました。 
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◎アドボカシー講座        

     

（１）日時・場所：２月２７日(土） 午後２時～４時 イングビル３階会議室 

（２）参加者数：２１人 

（３）講師：つかごしまなぶ（ＮＰＯ法人ファザーリングジャパン）、水井高志（ＮＰＯ

法人西東京花の会）   

（４）概要  

「アドボカシーで街は変わる」と題し、ゲストに NPO 等の実践者を招いて、実例を聞きなが

ら、社会的課題の提言を行うアドボカシー（政策提言）機能について学ぶ講座を開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）実施後のアンケート抜粋  

＜今後希望する講座は＞ 

・環境 4 人 

・まちづくり 4 人 

・市民活動 2人 

・地域安全 3人 

 

（６）まとめ 

アドボカシー講座は２月 27 日、イングビルで開き、21 人が参加した。 

 講師のつかごしまなぶさんによると、アドボカシーを一言で説明すれば「政策提言」。社

会で無視されてきた身近な重要課題について人々に関心を持ってもらい、法制度や政策の変

革を求め、最終的には人々の生活を良くする一連の活動という。地域や人々を中心に据えて

役人、専門家などみんなが協力してやっていく「社会正義のアドボカシー」が望ましい。 

 つかごしさんはこうした解説の後、自分が所属するＮＰＯ法人ファザーリングジャパン

（父親の育児を支援）の活動と、事務局を務めるフレンチトースト基金（父子家庭応援基金）

の軌跡を通して「市民の声が社会を変える」事例を話した。同基金は、ファザーリングジャ

パンの一部にあった反対意見を乗り越え、メディアに取り上げられるなどにより父子家庭支

援団体を集結。そして、国の景気対策で支給された定額給付金の寄付とカンパを父子家庭に

配分しただけでなく、政権政党や閣僚らに働きかけて父子家庭にも児童扶養手当が支給され

る制度改正をも実現した。 

  

つかごしまなぶ氏 水井高志氏 
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 もう１人の講師、ＮＰＯ法人西東京花の会理事の水井高志さんは、平成９年に公園５カ所、

９人で始まった花いっぱい運動が現在は公共花壇 40 カ所、会員約 100 人となり、平成 20

年からオープンガーデンと取り組んでいることなどを紹介。会員の年会費と手弁当が頼りの

活動を「忍耐強いか、サービス精神が旺盛」と話した。 
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◎トークサロン  

 

概要  

夜間のスペース（サロンコーナー）を利用し、市民の関心のある身近なテーマを取り上げた

ミニ講座として、トークサロンを開催した。 

 

～子育てママ編～        

    

（１）実施日：①8月 7日（金）②10 月 7日（水）③12 月 4 日（金） 

（２）参加者数：①１１人 ②１０人 ③８人 

（３）ゲスト：吉田朋子（ワーカーズ・コレクティブちろりん村）、古谷詩織（野菜ソムリ

エ、調味料マイスター） 

 

  

 

（４）実施後のアンケート抜粋        

・地域のつながりが大事だということを実感した     

・自分にも何かできることがないか考えていきたい    

・新聞の切り抜きにあった「ホームスタート活動」のようなものがあれば参加したい 

・参加者のみなさんの意識が高いのに驚いた      

・自分の勉強不足を実感した 

 

（５）まとめ   

1 回目（ゆめこらぼ通信より） 

子育て中のママたちに困りごとなどを話してもらい、みんなで解決策を探ろうと、市

民協働推進センター主催の「子育てママのトークサロン」が８月７日、同センターで開

かれました＝写真。 

０歳から３歳までの子どもがいる 10 人が参加し、子どもたちの保育は別室で行いま

した。 

初めてとなるトークサロンのテーマは「ママだからできることがある」。この日、お

招きしたゲスト２人のうち野菜ソムリエで調味料マイスターでもある古谷史織さんは

第２子を妊娠中。野菜のおいしさに感動して２年前に今の活動を始めたと言います。ま

た吉田朋子さんは、自分たちで資金を出し働く場をつくったワーカーズコレクティブち

ろりん村で子育て支援をする先輩ママ。「助けて」と言える仲間づくりの大切さを強調
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していました。 

意見交換では、子どもがそばにいることで心や体に変調をきたすつらさや、保育付き

公民館講座などの必要性を訴える声がありました。また、「ワイワイやれる居場所がほ

しい」「身近な所でつながりたい」と、多くの人が出会いの場や機会を望んでいました。

次回は身近な情報のありようをめぐる問題点と解決策を話し合う予定です。 

 

2 回目（ゆめこらぼ通信より） 

「子育てママのトークサロン」の２回目の集まりが 10 月７日、ゆめこらぼであり、

パパ１人を含め９人が参加しました。今回は育児関係の情報を集め２００８年６月から

手書きの「かわら版」（A３判）を発行している「西東京子育てコム」の田中のり子さん

をお招きし、活動の様子などを聞きました。 

田中さんは「『地域みんなで子育てをしよう』が活動のキーワード」と語り、これか

ら「西東京子育てコム」の仲間と一緒に子ども連れでも困らない店や子どもが喜ぶ身近

なスポットなどを盛り込んだ「子育てマップ」を作る計画を披露しました。参加者から

は市の掲示板をチェックしたり、ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）か

ら情報を入手したりしているという話がありました。 

◇子育てママのトークサロンは前回、「１度で終わるのはもったいない。同じメンバ

ーで継続して話し合いたい」との声を多くいただきました。一方で、新規に参加を希望

される方も多く、保育の関係などから、両方のご要望にすぐにお答えすることは難しい

状況です。今後は、大勢の方々のニーズにお答えできるよう、考えていきたいと思って

おります。詳細が決まり次第、市報などでお知らせいたします。 

 

3 回目    

具体的な課題解決への活動までは発展しなかった。しかし、トークサロンをきっかけ

に子育てコムの田中氏と、参加者の方が知り合い、田中氏が行なった「西東京子育てマ

ップ」作製のメンバーに加入する、といったつながりはできた。 
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～環境編～         

    

（１）実施日：9月 10 日（木） 

（２）参加者数：12人       

（３）ゲスト： 宮﨑啓子（東大農場・演習林の存続を願う会）   

         

 

 

 

 

 

 

          

    

（４）実施後のアンケート抜粋        

・各種市民活動を実践している人の経験談を聞きたくて参加   

・みどり等、環境に関心のある人たちの話を聞きたくて参加  

 

（５）まとめ（ゆめこらぼ通信より）        

宮﨑さんが、東大が公表した東大農場整備計画図（案）を全員に渡し、同農場の千葉

市移転方針が覆り存続が決まるまでの市民活動などを話しながら、「農場は西東京市の

宝」と強調した。参加者からは「難しいのかもしれないが、学校教育の中で子どもたち

が農場の春夏秋冬に触れる機会をつくってあげられないか、動いてみたい」との声があ

った。道で、お年寄りが一休みできるベンチがあればとか、歴史遺産の価値を知らせる

工夫はないかと、まち歩きをしながらまちづくりを考えているという人の発言を受け、

「東大農場の中もそういう視点が大切。由緒ある建物などを説明する工夫があれば、そ

の価値も市民の感動も大きくなるのでは」との意見も出た。   
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～学生編～         

    

（１）実施日：11 月 26 日（木） 

（２）参加者数 ：12 人  

（３）ゲスト：武蔵野大学学生       

          

 

 

（４）実施後のアンケート抜粋        

＜実施して見えてきた課題＞  

・大学生に対する地域からの期待が高いことがわかった  

・大学生たちをボランティアにつなげるのは難しい部分もあることが実態としてわか

った  

・大学生たちにどのようにして活動に関心を持ってもらえるのかが課題である  

・大学生と意見交換する機会は今までなかったので、良かったという声が多かった  

・まず１人の学生をつかまえてそこから芋づる式に呼んでいくことが大事だとわかっ

た  

・学生にアイデアを求めている方、イベント時のサポート、資料整理のアシスタント、

人的協力を求めていることがわかった  

      

（５）まとめ（ゆめこらぼ通信より） 

今回のトークサロンには、市民活動団体の方々に多くご参加いただき、世代を超えて

活発な意見交換ができました。 

「若い人のチカラをもっと借りたい」「どうすれば若者に参加してもらえるのか」と

いう問いかけには、学生さんから「まず１人の学生をつかまえれば、その学生が仲間を

呼ぶ（口コミ）という形で参加が増えるのでは」という意見がありました。 

また、ボランティアにかかわる人を増やすには「市民研究員」とか、「市民サポータ

ー」というような名称を使うことも有効なのではないかという意見もありました。 

何よりも大事なのは、活動の楽しさをどう伝えていくかということではないでしょう

か。このトークサロンをきっかけに若者との新しいつながりが生まれてくれればと願っ

ています。 
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～国際交流編～ 

        

（１）実施日：1月 28 日（木）  

（２）参加者数 ：17 人  

（３）ゲスト：山辺真理子（ＮＰＯ法人西東京多文化共生センター） 

 

 

 

          

（４）実施後のアンケート抜粋 

＜実施して見えてきた課題＞ 

・国際交流の方法にはいろいろな視点があることがわかった 

・国際交流についての現状を知ることができたという声があった 

・今回のトークサロンで出た提案が具体的に実現するといいという意見があった（外

国人による日本語・母国語による演劇活動・発表、スポーツ交流） 

・国際交流に意欲的な人がたくさんいることがわかった     

 

（５）まとめ（ゆめこらぼ通信より）        

ＮＰＯ法人西東京多文化共生センター（ＮＩＭＩＣ）副代表理事の山辺真理子さん＝

写真右＝が「東京都内で外国人が一番多い区市町村は？」などクイズを交え、外国人を

取り巻く環境やＮＩＭＩＣの活動を紹介。参加者からの質問に、市民は語学が十分でな

くても活動できる分野があること、自分自身はいろいろなものの見方に触れているうち

に小さなことにこだわらなくなった、などと答えました。 

西東京市の外国人登録は約 3200 人。外国人と一緒にできる活動やきっかけとなる場づ

くりについて山辺さんがアイデアを求めると、「日本語の演劇をつくりあげる」「日本で

覚えた簡単な料理を作ってもらい食事会を開く」「阿波踊りのような祭りを催す」とい

った声がありました。今後は参加者の一部でメーリングリストを作り、情報交換を進め

ることになりそうです。 
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～地域メディア編～        

     

（１）実施日：３月１８日（木）午後 7時～8時 30 分 サロンコーナー 

（２）参加者数：１０人  

（３）ゲスト：有馬達郎（エフエム西東京代表）  

  

 

 

 

（４）実施後のアンケート抜粋 

 

 

 

 

 

（４）実施後のアンケート抜粋 

＜実施して見えてきた課題＞ 

・中高年の参加者が多かったせいか、パーソナリティーの起用を含め、高齢者を意識

した番組作りを求める声が多かった 

・子どもたちの作文（過去に放送例あり）、大人の投稿を取り上げるなど地元住民の

番組参加が求められた 

・放送局も参加者も、西東京市のアイデンティティーやまちのイメージ、まちづくり

の方向性がいまひとつわかりにくいことが、放送で個性を打ち出せない一因になっ

ている、との指摘があった 

・市議会本会議の録音復活や傍聴人の感想など議会情報の発信が期待されていた 

 

（５）まとめ 

有賀さんは、コミュニティ FM の電波の強さと聴こえる範囲の制約や、ベッドタウンがゆ

えに聴取者をつかむ難しさ、多摩地区にある５局のうちの一つが 3 月で放送を終了すること

などを紹介しながらも、音声だけで伝えるメディアの可能性、小さな局ならではの番組作り

の自負などを熱く語った。 

参加者からは「独り暮らしの高齢者とつながる、心を癒やしてくれる番組を」「自殺や貧

困などの社会問題にも時間を割いてほしい」などの注文が出ていた。また地域ミニコミ紙の

廃刊が最近相次いでいる状況を受け、「地元情報のネットワークの核として存在感を高めて」

と期待する声もあった。 
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平成 21 年度 団体・個人のセンター訪問報告 

  多くの市民、団体の来訪により、地域の多様な情報の収集・発信、ネットワークづくりの場となっている。 

   

利用実績（いずれも延べ数）                       （注）数字は平成 22 年 3 月 2４日現在 

 来訪団体 960 団体 1449 人 （センターのイベント事業参加者数を含まない） 

 来訪個人 440 人 

 電話、メール 159 件 （業務上の電話、メールは含まない） 

             

平成２１年度 来訪者集計表    

  昼 間 夜 間 合 計 

月 団体 
個

人 

電話 

メール 
団体 個人 

電話メ

ール 
団体 個人 

電話 

メール 

  組 名 名 件 組 名 名 件 組 名 名 件 

4 39 76 56 2 5 13 8 0 44 89 64 2 

5 75 111 41 7 4 8 13 1 79 119 54 8 

6 73 116 32 35 5 8 4 0 78 124 36 35 

7 92 145 47 4 3 8 3 4 95 153 50 8 

8 79 119 30 9 2 2 5 3 81 121 35 12 

9 72 101 30 7 5 6 18 1 77 107 48 8 

10 59 87 43 8 4 14 6 1 63 101 49 9 

11 67 83 23 11 7 16 6 4 74 99 29 15 

12 70 96 15 10 4 12 3 0 74 108 18 10 

1 92 122 22 20 2 4 0 2 94 126 22 22 

2 99 146 15 22 2 2 0 0 101 148 15 22 

3 114 175 22 13 11 18 1 1 125 193 23 14 

計 931 1377 376 148 54 111 67 17 985 1488 443 165 
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平成 21 年 度相談事業報告 

 年間相談総数は 144 件であった。月別、内容による内訳は以下の表の通りである。 

 具体的な内容の詳細は 相談事例集 を参照。 

 平成２１年度 相談の状況等 月別報告表 （注）数字は平成 22 年 3 月 24 日現在 

 【相談内容と件数】（単位：件）           

    
４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

１０

月 

１１

月 

１２

月 

１

月 

２

月 

３

月 
合計 

1 
センターの機能に関

する相談 
  5       1 1   1 1     9 

2 
センターへの事業提案に

関する相談 
  2   1   1       2     6 

3 
市への事業提案に関

する相談 
3         4             7 

4 
活動のサポートに関

する相談 
3 4 2     2   1   1     13 

5 
会員の募集に 

関する相談 
4   2                 1 7 

6 
活動場所に 

関する相談 
1 1 2     1 1 1 1 1   1 10 

7 広報に関する相談 2 1   1   3 1       1   9 

8 
助成金に 

関する相談 
1     1 1   2 1         6 

9 
活動開始に 

関する相談 
4 1 3 4   2 3 1 1 1   2 22 

10 
事業開始に 

関する相談 
  1   1 1               3 

11 起業に関する相談                         0 

12 
団体の設立に 

関する相談 
1 1             1       3 

13 
団体の運営に 

関する相談 
                        0 

14 
ＮＰＯ法人設立に関

する相談 
1 2             2   1   6 

15 
ＮＰＯ法人運営に関

する相談 
      1                 1 

16 その他 5 7 8 3 1 4 5 3 2 3 1   42 

17 合    計 25 25 17 12 3 18 13 7 8 9 3 4 144 
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平成２１年度 機材・サロンの使用報告 

   多くの市民、団体に機材を利用していただいている。 

   

   利用実績                      （注） 数字は平成 22 年 3 月 2４日現在 

   ・サロンコーナー  ４４７人   ・パソコン 29 人  ・印刷機  136 件  ・ラミネーター  0 件 

・コピー機  104 件（領収書の発行を依頼された件数のみ）  ・メールボックス 23 団体 

 

※集計はとっていないが、紙折機は利用頻度が高く、裁断機と文具も中程度の利用がある。  

※メールボックスは登録団体中、希望された２３団体に貸し出ししている。 

  ※ラミネーターはフィルムが持ち込みのせいか、今年度の利用実績はなし。 

    

平成 21 年度 印刷機・サロン等集計表 

月 

昼 間 夜 間 合 計 

サロ

ン 
ＰＣ 

印刷

機 

コピ

ー機 

ラミ

ネー

ト 

サロ

ン 
ＰＣ 

印刷

機 

コピ

ー機 

ラミ

ネー

ト 

サロ

ン 
ＰＣ 

印刷

機 

コピ

ー機 

ラミ

ネー

ト 

      件 件 件     件 件 件     件 件 件 

4 37 3 9 18 0 3 0 0 1 0 40 3 9 19 0 

5 25 3 11 7 0 4 0 2 2 0 29 3 13 9 0 

6 43 10 26 13 0 3 0 0 0 0 46 10 26 13 0 

7 28 3 24 10 0 0 0 1 2 0 28 3 25 12 0 

8 41 1 6 5 0 1 0 1 0 0 42 1 7 5 0 

9 5 2 10 9 0 2 0 0 0 0 7 2 10 9 0 

10 14 0 9 4 0 1 0 0 1 0 15 0 9 5 0 

11 31 4 5 6 0 6 1 1 0 0 37 5 6 6 0 

12 43 0 2 8 0 10 1 0 0 0 53 1 2 8 0 

1 57 0 8 5 0 3 0 1 0 0 60 0 9 5 0 

2 52 1 6 2 0 2 0 1 0 0 54 1 7 2 0 

3 45 0 16 13 0 0 0 0 0 0 45 0 16 13 0 

計 421 27 132 100 0 35 2 7 6 0 456 29 139 106 0 

 

 

 

 

 

 

 



30 

 
 

平成 21 年度 西東京市市民協働推進センター登録団体報告 

 団体登録は 31 団体 

 協働推進センター内メールボックス使用は２３団体      （注）数字は平成 22 年 3 月 24 日現在 

 

平成 21 年度 西東京市市民協働推進センター登録市民活動団体 

番

号 
団体名 主な分野  

番

号 
団体名 主な分野 

1 ばんびの会 福祉  16 キラキラ西東京 こども 

2 
ＮＰＯ法人 西東京市  

多文化共生センター 
国際交流  17 

ＮＰＯ法人西東京ＮＰＯ

推進センター セプロス 
まちづくり 

3 
女声合唱団コールハー

モニー木精 
文化・芸術・趣味  18 

NPO 法人世界の子どもたち

に暖かいセーターを送る会 
国際交流 

4 きらっとシニア倶楽部 シニアライフ  19 ごみ資源化市民会議 環境 

5 ウィンズパストラーレ 文化・芸術・趣味  20 
ダンスサークル Ｍ’ｓ 

power ＆ Ｋ’ｓ power 

文化・芸術・

趣味 

6 
西東京自然を見つめ

る会 
環境  21 

西東京市福祉推進   

協議会 
福祉 

7 
ＮＰＯ法人西東京花

の会 
環境  22 フロムジャパン多摩 国際交流 

8 まちかど保健室 健康  23 
東大農場・演習林の存

続を願う会 
環境 

9 
西東京レッジョ教育を

広める会 
こども  24 

NPO 法人ヒューマンプ

ランニング 
健康 

10 
西東京菜の花エコ・

プロジェクト 
環境  25 

西東京ガーデニングク

ラブ 
環境 

11 西東京子育てコム こども  26 
キッズタウンなちゅらる

サロン 
健康 

12 
環境まちづくりＮＰＯエコメ

ッセエコメッセ西東京 
環境  27 AFQ 友の会 健康 

13 
特定非営利活動法人  

子どもアミーゴ西東京 
こども  28 

西東京スクエアダンスク

ラブ 
スポーツ 

14 稲門寺子屋西東京 教育  29 
NPO 法人匠リニューア

ル技術支援協会 
環境 

15 
特定非営利活動法人  

プラス・ド・西東京 
まちづくり  30 子どもげきじょう西東京 こども 

       31 まちづくり研究会 まちづくり 

 

 

 

 


